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(57)【要約】
【課題】本発明は１０Ａ以上の大電流を流すことができ
、部品点数を増やすことなく、Ｘ及びＹ方向へのフロー
ティングが可能な構造の電気コネクタを提供。
【解決手段】本目的はプラグコンタクト２４は、少なく
とも１以上の接触片２４２を有し、接触片２４２の周囲
に略Ｕ字形状のスリット２４４を設けることにより接触
片２４２に弾性を持たせたコンタクト体２４１を２枚貼
り合せることにより形成し、ソケットコンタクト４４は
、少なくとも２以上の第２接触片４４１を対向するよう
に配置し、第２接触片４４１間にはスリット４４３を設
けることにより第２接触片４４１に弾性を持たせ、プラ
グコンタクト２４の接触片２４２をソケットコンタクト
４４の第２接触片４４１で挟み込むようにし、プラグコ
ンタクト２４の接触片２４２とソケットコンタクト４４
の第２接触片４４１とを弾性接触させ、長手ピッチ方向
と幅方向のフローティングを可能にすることによって達
成。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
プラグコネクタとソケットコネクタとが着脱自在に挿抜される電気コネクタであって、
　複数のプラグコンタクトと該プラグコンタクトが配列・保持されるハウジングとを備え
る前記プラグコネクタと、
　前記プラグコンタクトと接触する複数のソケットコンタクトと該ソケットコンタクトが
配列・保持されるブロックとを備えるソケットコネクタと、
　を備える電気コネクタにおいて、
　前記プラグコンタクトは、少なくとも１以上の接触片を有し、かつ、前記接触片の周囲
に略Ｕ字形状のスリットを設けることにより前記接触片に弾性を持たせたコンタクト体を
２枚貼り合せることにより形成し、
　前記ハウジングには、長手ピッチ方向に前記プラグコンタクトが挿入・保持される挿入
孔が複数設けられ、
　前記ソケットコンタクトは、少なくとも２以上の第２接触片を対向するように配置し、
前記第２接触片間にはスリットを設けることにより前記第２接触片に弾性を持たせ、
　前記ブロックには、長手ピッチ方向に前記ソケットコンタクトが挿入・保持される挿入
孔が複数設けられ、
　前記プラグコンタクトの接触片を前記ソケットコンタクトの第２接触片で挟み込むよう
にし、前記プラグコンタクトの接触片と前記ソケットコンタクトの第２接触片とを弾性接
触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にするとともに省スペースでも
大電流を流すことができることを特徴とする電気コネクタ。
【請求項２】
前記プラグコンタクトには、少なくとも幅方向のどちらか一方側に第３接触片を設け、
　前記ハウジングには、前記第３接触片が入り、前記挿入孔と連設する挿入溝を設け、
　前記ソケットコンタクトには、前記第３接触片に対応する位置に第４接触片を設け、
　前記ブロックには、前記第４接触片が入り、前記挿入孔と連設する挿入溝を設け、
　前記プラグコンタクトの第３接触片と前記ソケットコンタクトの第４接触片とを弾性接
触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にすることを特徴とする請求項
１記載の電気コネクタ。
【請求項３】
前記コンタクト体を溶接やカシメやコーキングにより貼り付けることを特徴とする請求項
１記載の電気コネクタ。
【請求項４】
前記第３接触片及び前記第４接触片を幅方向両側に設け、前記プラグコンタクトの第３接
触片で前記ソケットコンタクトの第４接触片を挟み込むように弾性接触させると同時に、
　前記第３接触片の先端を凸形状にし、前記第４接触片の先端を略Ｊ字形状にし、前記第
３接触片と前記第４接触片の先端同士を係合させることでロック機構を持たせることを特
徴とする請求項２記載の電気コネクタ。
【請求項５】
前記接触片を切り起こしにより作成することを特徴とする請求項１記載の電気コネクタ。
【請求項６】
対応する前記接触片及び前記第２接触片の幅を、対応する前記接触片及び前記第２接触片
ごとに変更し、
　対応する前記第３接触片及び前記第４接触片の幅を、対応する前記第３接触片及び前記
第４接触片ごとに変更することを特徴とする請求項１または２記載の電気コネクタ。
【請求項７】
接触する前記接触片及び前記第２接触片の接触面積と接触する前記第３接触片及び前記第
４接触片の接触面積との合計を２平方ミリメートル以上にすることにより、１０アンペア
以上の大電流を流すことを可能にすることを特徴とする請求項６記載の電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サーバやＲＡＩＤ装置や大型コンピュータ等の制御機器や電気機器や電子機
器や産業機器に使用される電気コネクタに関するもので、１０アンペア（Ａ）以上の大電
流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすことがなく、Ｘ及びＹ方向へのフローティ
ングが可能な構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に電気コネクタは、プラグコネクタとソケットコネクタとを備えており、前記プ
ラグコネクタは絶縁物であるハウジングと金属である複数のプラグコンタクトとを有し、
前記ソケットコネクタは絶縁物であるブロックと金属である複数のソケットコンタクトと
を有している。前記プラグコネクタと前記ソケットコネクタが嵌合し、前記プラグコンタ
クトと前記ソケットコンタクトとが接触することで電気的な接続が得られる。
　１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すためには、特許文献１のように各々のコンタク
トの接触面接を大きくする必要がある。
　一般的に、コネクタにフローティングを持たせるためには、特許文献２のように、一方
のコネクタの絶縁物を２分割し、２分割した一方の絶縁物を弾性を持たせたコンタクトの
みで保持させることで行っている。また、絶縁物を２分割することなく、フローティング
を持たせる方法としては、特許文献３のように、可撓性のある２枚のフレキシブルプリン
ト基板（以下「ＦＰＣ」という）を貼りあわせることで行うこともできる。
　下記に、大電流を流すことができる文献として、特許文献１（特開２００６－４９１３
０）を挙げ、フローティング構造である文献として、特許文献２（特開平１０－３２０６
２号）と特許文献３（特開２００２－３５２９０８）を挙げる。
【特許文献１】特開２００６－４９１３０の要約によると、プラグコンタクトの先端部お
よびレセプタクルコンタクトの先端部の少なくとも一方の形状の適正化を図ることにより
、レセプタクルコンタクトに対するプラグコンタクトの接触安定性に優れた電気コネクタ
を提供することを目的とし、レセプタクルコンタクト11、および該レセプタクルコンタク
ト11を収容する第１貫通穴12をもつ第１ハウジング13を有するレセプタクルコネクタ10と
、プラグコンタクト51、および該プラグコンタクト51を収容する第２貫通穴52をもつ第２
ハウジング53を有するプラグコネクタ50とを具え、プラグコンタクト51の先端部54および
レセプタクルコンタクト11の先端部14の双方に、それぞれ千鳥状に分岐させた少なくとも
３個の分割接点部55～57および15～17を設けることを特徴とする構造の電気コネクタが開
示されている。
【特許文献２】特開２００２－３５２９０８の要約によると、部品点数を増やすことなく
、簡単な構造で、コネクタ１０、４０がフローティングでき、コンタクト接続部２２が位
置決めできる構造のコネクタ１０、４０を提供することを目的とし、相手コンタクトと接
触する接触部３２とブロック１２、４２に固定される固定部３４と基板に接続される接続
部２２とからなるコンタクト１４、４４と、所要数のコンタクト１４、４４が保持・固定
されるブロック１２、４２とからなるコネクタ１０、４０において、コンタクト１４、４
４の固定部３４と接続部２２の間に弾性部２０、５０を設け、ブロック１２、４２の外形
寸法とクリアランスのある略箱形形状のハウジング１６、４６をコンタクト１４、４４の
接続側に装着することによって基板へのコンタクト接続部２２の位置決めとコネクタ１０
、４０のフローティングを可能にすることで達成できるコネクタが開示され、フローティ
ングがし易いようにコンタクト１４、４４の弾性部２０、５０を少なくとも１回以上蛇行
させると良い。
【特許文献３】特開平１０－３２０６２号の要約によると、本発明は、基板相互間に生じ
た位置ずれ（０．５ｍｍ程度）に関係なく、各基板に設置されたコネクタが嵌合できる構
造の電気コネクタ１０を提供することを目的とし、絶縁体１２にコンタクト１４を保持・
固定する手段を設け、前記コンタクト１４が可撓性を有していることにより達成すること
ができる。コンタクト１４は絶縁層Ａ１８と絶縁層Ｂ２０との間に導体１９を挟み込んだ
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コンタクト部材１６を２枚張り合わせた構造の電気コネクタが開示されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すコネクタにおいても、２つのコネクタ同
士に多少の位置ズレがあっても嵌合できるフローティング構造で、かつ、省スペース化が
要求されるようになってきている。
　特許文献１の構造では、１０アンペア（Ａ）の大電流を流すことは出来るが、位置ズレ
があってもフローティング出来ない。
　特許文献２の構造では、フローティングは出来るが、１０アンペア（Ａ）以上の大電流
を流すことができなく、省スペース化にも不向きで、部品点数が増え、管理コストが掛か
り、コストアップに繋がる。
　特許文献３の構造では、フローティングは出来るが、フローティング量が小さく、１０
アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができなく、安定した接続を得難い。
【０００４】
　本発明は、このような従来の問題点に鑑みてなされたもので、簡単な構造で、省スペー
スでも１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすこと
がなく、Ｘ及びＹ方向へのフローティングが可能な構造の電気コネクタを提供するもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本目的は、請求項１記載のように、プラグコネクタとソケットコネクタとが着脱自在に
挿抜される電気コネクタであって、
　複数のプラグコンタクトと該プラグコンタクトが配列・保持されるハウジングとを備え
る前記プラグコネクタと、前記プラグコンタクトと接触する複数のソケットコンタクトと
該ソケットコンタクトが配列・保持されるブロックとを備えるソケットコネクタと、を備
える電気コネクタにおいて、
　前記プラグコンタクトは、少なくとも１以上の接触片を有し、かつ、前記接触片の周囲
に略Ｕ字形状のスリットを設けることにより前記接触片に弾性を持たせたコンタクト体を
２枚貼り合せることにより形成し、
　前記ハウジングには、長手ピッチ方向に前記プラグコンタクトが挿入・保持される挿入
孔が複数設けられ、
　前記ソケットコンタクトは、少なくとも２以上の第２接触片を対向するように配置し、
前記第２接触片間にはスリットを設けることにより前記第２接触片に弾性を持たせ、
　前記ブロックには、長手ピッチ方向に前記ソケットコンタクトが挿入・保持される挿入
孔が複数設けられ、
　前記プラグコンタクトの接触片を前記ソケットコンタクトの第２接触片で挟み込むよう
にし、前記プラグコンタクトの接触片と前記ソケットコンタクトの第２接触片とを弾性接
触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にするとともに省スペースでも
大電流を流すことができることを特徴とする電気コネクタにすることにより達成できる。
【０００６】
　請求項２記載の電気コネクタは、前記プラグコンタクトには、少なくとも幅方向のどち
らか一方側に第３接触片を設け、
　前記ハウジングには、前記第３接触片が入り、前記挿入孔と連設する挿入溝を設け、
　前記ソケットコンタクトには、前記第３接触片に対応する位置に第４接触片を設け、
　前記ブロックには、前記第４接触片が入り、前記挿入孔と連設する挿入溝を設け、
　前記プラグコンタクトの第３接触片と前記ソケットコンタクトの第４接触片とを弾性接
触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にすることを特徴とする請求項
１記載の電気コネクタにある。
　また、請求項３記載の電気コネクタは、前記コンタクト体を溶接やカシメやコーキング



(5) JP 2013-164902 A 2013.8.22

10

20

30

40

50

により貼り付けることを特徴とする請求項１記載の電気コネクタにある。
　さらに、請求項４記載の電気コネクタは、前記第３接触片及び前記第４接触片を幅方向
両側に設け、前記プラグコンタクトの第３接触片で前記ソケットコンタクトの第４接触片
を挟み込むように弾性接触させると同時に、
　前記第３接触片の先端を凸形状にし、前記第４接触片の先端を略Ｊ字形状にし、前記第
３接触片と前記第４接触片の先端同士を係合させることでロック機構を持たせることを特
徴とする請求項２記載の電気コネクタにある。
【０００７】
　請求項５記載の電気コネクタは、前記接触片を切り起こしにより作成することを特徴と
する請求項１記載の電気コネクタにある。
　また、請求項６記載の電気コネクタは、対応する前記接触片及び前記第２接触片の幅を
、対応する前記接触片及び前記第２接触片ごとに変更し、対応する前記第３接触片及び前
記第４接触片の幅を、対応する前記第３接触片及び前記第４接触片ごとに変更することを
特徴とする請求項１または２記載の電気コネクタにある。
　さらに、請求項７記載の電気コネクタは、接触する前記接触片及び前記第２接触片の接
触面積と接触する前記第３接触片及び前記第４接触片の接触面積との合計を２平方ミリメ
ートル以上にすることにより、１０アンペア以上の大電流を流すことを可能にすることを
特徴とする請求項６記載の電気コネクタにある。
【発明の効果】
【０００８】
　以上の説明から明らかなように、本発明の電気コネクタによると、次のような優れた効
果が得られる。簡単な構造で、省スペースでも１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すこ
とができ、かつ、部品点数を増やすことがなく（コスト低減に繋がる）、０．５ｍｍの位
置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティングが可能な構造にできる。
【０００９】
（１）プラグコネクタとソケットコネクタとが着脱自在に挿抜される電気コネクタであっ
て、複数のプラグコンタクトと該プラグコンタクトが配列・保持されるハウジングとを備
える前記プラグコネクタと、前記プラグコンタクトと接触する複数のソケットコンタクト
と該ソケットコンタクトが配列・保持されるブロックとを備えるソケットコネクタと、
　を備える電気コネクタにおいて、前記プラグコンタクトは、少なくとも１以上の接触片
を有し、かつ、前記接触片の周囲に略Ｕ字形状のスリットを設けることにより前記接触片
に弾性を持たせたコンタクト体を２枚貼り合せることにより形成し、前記ハウジングには
、長手ピッチ方向に前記プラグコンタクトが挿入・保持される挿入孔が複数設けられ、前
記ソケットコンタクトは、少なくとも２以上の第２接触片を対向するように配置し、前記
第２接触片間にはスリットを設けることにより前記第２接触片に弾性を持たせ、前記ブロ
ックには、長手ピッチ方向に前記ソケットコンタクトが挿入・保持される挿入孔が複数設
けられ、前記プラグコンタクトの接触片を前記ソケットコンタクトの第２接触片で挟み込
むようにし、前記プラグコンタクトの接触片と前記ソケットコンタクトの第２接触片とを
弾性接触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にするとともに省スペー
スでも大電流を流すことができることを特徴とする電気コネクタにしているので、簡単な
構造で、省スペースでも１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品
点数を増やすことがなく、０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティ
ングが可能な構造にできる。
（２）請求項２記載の電気コネクタは、前記プラグコンタクトには、少なくとも幅方向の
どちらか一方側に第３接触片を設け、前記ハウジングには、前記第３接触片が入り、前記
挿入孔と連設する挿入溝を設け、前記ソケットコンタクトには、前記第３接触片に対応す
る位置に第４接触片を設け、前記ブロックには、前記第４接触片が入り、前記挿入孔と連
設する挿入溝を設け、前記プラグコンタクトの第３接触片と前記ソケットコンタクトの第
４接触片とを弾性接触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にすること
を特徴とする請求項１記載の電気コネクタにしているので、簡単な構造で、省スペースで
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も１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすことがな
く、０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティングが可能な構造にで
きる。
（３）請求項３記載の電気コネクタは、前記コンタクト体を溶接やカシメやコーキングに
より貼り付けることを特徴とする請求項１記載の電気コネクタにしているので、簡単な構
造で、省スペースでも１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点
数を増やすことがなく、０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティン
グが可能な構造にでき、確実に保持できる。
（４）請求項４記載の電気コネクタは、前記第３接触片及び前記第４接触片を幅方向両側
に設け、前記プラグコンタクトの第３接触片で前記ソケットコンタクトの第４接触片を挟
み込むように弾性接触させると同時に、前記第３接触片の先端を凸形状にし、前記第４接
触片の先端を略Ｊ字形状にし、前記第３接触片と前記第４接触片の先端同士を係合させる
ことでロック機構を持たせることを特徴とする請求項２記載の電気コネクタにしているの
で、簡単な構造で、省スペースでも１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、
かつ、部品点数を増やすことがなく、０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向への
フローティングが可能な構造にでき、安定した接続もできるし、ロックとして用いること
ができる。
（５）請求項５記載の電気コネクタは、前記接触片を切り起こしにより作成することを特
徴とする請求項１記載の電気コネクタにしているので、簡単な構造で、省スペースでも１
０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすことがなく、
０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティングが可能な構造にでき、
加工も容易である。
（６）請求項６記載の電気コネクタは、対応する前記接触片及び前記第２接触片の幅を、
対応する前記接触片及び前記第２接触片ごとに変更し、対応する前記第３接触片及び前記
第４接触片の幅を、対応する前記第３接触片及び前記第４接触片ごとに変更することを特
徴とする請求項１または２記載の電気コネクタにしているので、簡単な構造で、省スペー
スでも１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすこと
がなく、０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティングが可能な構造
にできる。
（７）請求項７記載の電気コネクタは、接触する前記接触片及び前記第２接触片の接触面
積と接触する前記第３接触片及び前記第４接触片の接触面積との合計を２平方ミリメート
ル以上にすることにより、１０アンペア以上の大電流を流すことを可能にすることを特徴
とする請求項６記載の電気コネクタにしているので、簡単な構造で、省スペースでも確実
に１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすことがな
く、０．５ｍｍの位置ズレがあってもＸ及びＹ方向へのフローティングが可能な構造にで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】（Ａ）　嵌合した状態の電気コネクタをコンタクト部分で断面した縦断面図であ
る。（Ｂ）　嵌合した状態の電気コネクタをコンタクト部分で断面した横断面図である。
【図２】（Ａ）　プラグコネクタを嵌合口側の上方からみた斜視図である。（Ｂ）　プラ
グコネクタをコンタクト部分で断面した縦断面図である。（Ｃ）　プラグコネクタをコン
タクト部分で断面した横断面図である。
【図３】（Ａ）　ソケットコネクタを嵌合口側の上方からみた斜視図である。（Ｂ）　ソ
ケットコネクタをコンタクト部分で断面した縦断面図である。（Ｃ）　ソケットコネクタ
をコンタクト部分で断面した横断面図である。
【図４】（Ａ）　プラグコンタクトの斜視図である。（Ｂ）　プラグコンタクトのコンタ
クト体の斜視図である。（Ｃ）　ソケットコンタクトの斜視図である。
【図５】（Ａ）　プラグコネクタのハウジングを嵌合口側上方よりみた斜視図である。（
Ｂ）　プラグコネクタのハウジングを嵌合口と反対側下方よりみた斜視図である。（Ｃ）
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　プラグコネクタのハウジングをあるコンタクト挿入孔部分で断面した断面図である。
【図６】（Ａ）　ソケットコネクタのブロックを嵌合口側上方よりみた斜視図である。（
Ｂ）　ソケットコネクタのブロックを嵌合口と反対側下方よりみた斜視図である。（Ｃ）
　ソケットコネクタのブロックをあるコンタクト挿入孔部分で断面した断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の特徴は、プラグコネクタ２０とソケットコネクタ４０とが着脱自在に挿抜され
る電気コネクタ１０であって、複数のプラグコンタクト２４と該プラグコンタクト２４が
配列・保持されるハウジング２２とを備える前記プラグコネクタ２０と、前記プラグコン
タクト２４と接触する複数のソケットコンタクト４４と該ソケットコンタクト４４が配列
・保持されるブロック４２とを備えるソケットコネクタ４０と、を備える電気コネクタ１
０において、前記プラグコンタクト２４は、少なくとも１以上の接触片２４２を有し、か
つ、前記接触片２４２の周囲に略Ｕ字形状のスリット２４４を設けることにより前記接触
片２４２に弾性を持たせたコンタクト体２４１を２枚貼り合せることにより形成し、前記
ハウジング２２には、長手ピッチ方向に前記プラグコンタクト２４が挿入・保持される挿
入孔２２１が複数設けられ、前記ソケットコンタクト４４は、少なくとも２以上の第２接
触片４４１を対向するように配置し、前記第２接触片４４１間にはスリット４４３を設け
ることにより前記第２接触片４４１に弾性を持たせ、前記ブロック４２には、長手ピッチ
方向に前記ソケットコンタクト４４が挿入・保持される挿入孔４２４が複数設けられ、前
記プラグコンタクト２４の接触片２４２を前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４
１で挟み込むようにし、前記プラグコンタクト２４の接触片２４２と前記ソケットコンタ
クト４４の第２接触片４４１とを弾性接触させ、長手ピッチ方向と幅方向のフローティン
グを可能にするとともに省スペースでも大電流を流すことができることを特徴とする電気
コネクタ１０である。
　つまり、前記プラグコンタクト２４は、少なくとも１以上の接触片２４２を有し、かつ
、前記接触片２４２の周囲に略Ｕ字形状のスリット２４４を設けることにより前記接触片
２４２に弾性を持たせたコンタクト体２４１を２枚貼り合せることにより形成し、前記ソ
ケットコンタクト４４は、少なくとも２以上の第２接触片４４１を対向するように配置し
、前記第２接触片４４１間にはスリット４４３を設けることにより前記第２接触片４４１
に弾性を持たせ、前記プラグコンタクト２４の接触片２４２を前記ソケットコンタクト４
４の第２接触片４４１で挟み込むようにし、前記プラグコンタクト２４の接触片２４２と
前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４１とを弾性接触させ、長手ピッチ方向と幅
方向のフローティングを可能にするものである。
【００１２】
　図１から図６に基づいて、本発明の電気コネクタの一実施例について説明する。
図１（Ａ）は嵌合した状態の電気コネクタをコンタクト部分で断面した縦断面図であり、
（Ｂ）は嵌合した状態の電気コネクタをコンタクト部分で断面した横断面図である。図２
（Ａ）はプラグコネクタを嵌合口側の上方からみた斜視図であり、（Ｂ）はプラグコネク
タをコンタクト部分で断面した縦断面図であり、（Ｃ）はプラグコネクタをコンタクト部
分で断面した横断面図である。図３（Ａ）ソケットコネクタを嵌合口側の上方からみた斜
視図であり、（Ｂ）ソケットコネクタをコンタクト部分で断面した縦断面図であり、（Ｃ
）ソケットコネクタをコンタクト部分で断面した横断面図である。図４（Ａ）はプラグコ
ンタクトの斜視図であり、（Ｂ）プラグコンタクトのコンタクト体の斜視図であり、（Ｃ
）はソケットコンタクトの斜視図である。図５（Ａ）はプラグコネクタのハウジングを嵌
合口側上方よりみた斜視図であり、（Ｂ）はプラグコネクタのハウジングを嵌合口と反対
側下方よりみた斜視図であり、（Ｃ）はプラグコネクタのハウジングをあるコンタクト挿
入孔部分で断面した断面図である。図６（Ａ）はソケットコネクタのブロックを嵌合口側
上方よりみた斜視図であり、（Ｂ）はソケットコネクタのブロックを嵌合口と反対側下方
よりみた斜視図であり、（Ｃ）はソケットコネクタのブロックをあるコンタクト挿入孔部
分で断面した断面図である。
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【００１３】
　本発明の電気コネクタ１０は、複数のプラグコンタクト２４と該プラグコンタクト２４
が配列・保持されるハウジング２２とを有する前記プラグコネクタ２０と、前記プラグコ
ンタクト２４と接触する複数のソケットコンタクト４４と該ソケットコンタクト４４が配
列・保持されるブロック４２とを有するソケットコネクタ４０とを備えている。
【００１４】
　図に基づいて本発明の電気コネクタ１０の構成部品について説明する。まず、前記プラ
グコネクタ２０の構成部品について説明する。最初に、プラグコンタクト２４について説
明する。前記プラグコンタクト２４は金属製であり、公知技術のプレス加工によって製作
されている。前記プラグコンタクト２４の材質としては、バネ性や導電性などが要求され
るので、黄銅やベリリウム銅やリン青銅等を挙げることができる。本実施例では、前記プ
ラグコンタクト２４は前記ハウジング２２の挿入孔２２１内に挿入される。
【００１５】
　前記プラグコンタクト２４は、一方に前記ソケットコネクタ４０と接触する部分と他方
に基板と接続する接続部２４６を有するコンタクト体２４１を２枚貼り合わせている。前
記コンタクト体２４１は、溶接やカシメやコーキングにより貼り付けられている。貼り付
け方法は、コネクタの小型化や接触部分の弾性や接続安定性等を考慮して適宜設計する。
本実施例では、溶接によって貼り付けられている。
【００１６】
　前記コンタクト体２４１には、少なくとも１以上の接触片２４２が設けられ、かつ、前
記接触片２４２の周囲には略Ｕ字形状のスリット２４４が設けられている。前記スリット
２４４を設けることで、前記接触片２４２に弾性を持たせている。前記スリット２４４の
形状・大きさは、コネクタの小型化や前記接触片２４２の弾性及び接続安定性や加工性や
強度等を考慮して適宜設計する。前記接触片２４２は、相手コネクタである前記ソケット
コネクタ４０と接触する部分であり、その形状・大きさは接続安定性や流す電流や加工性
や強度等を考慮して適宜設計する。本実施例では接触性を考え、湾曲させている。前記接
触片２４２は、切り起こしによって形成されている。
【００１７】
　さらに、前記プラグコンタクト２４には、少なくとも幅方向のどちらか一方側に第３接
触片２４３が設けられている。本実施例では、バランスや接続安定性を考えて、幅方向両
側に設けている。前記第３接触片２４３の形状は、先端を凸形状にし、前記ソケットコネ
クタ４０の第４接触片４４２と係合できるようにし、ロック機構との役割も持たせている
。前記第３接触片２４３の形状・大きさは、接続安定性やロック性や保持強度や加工性や
強度等を考慮して適宜設計する。
【００１８】
　前記プラグコンタクト２４には、前記ハウジング２２に固定するための固定部２４５が
設けられている。前記固定部２４５は、前記コンタクト体２４１の幅方向両側で、かつ、
接続方向側に設けられている。前記固定部２４５の位置や大きさは、前記プラグコンタク
ト２４の保持力や接続安定性等を考慮して適宜設計している。
【００１９】
　１０アンペア（Ａ）以上の大電流を流すために、接触する前記プラグコンタクト２４の
接触片２４２及び前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４１の接触面積と接触する
前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３及び前記ソケットコンタクト４４の第４接
触片４４２の接触面積との合計を２平方ミリメートル以上にしている。それぞれのコンタ
クト２４、４４の接触面積が２平方ミリメートル未満では１０アンペア（Ａ）以上の大電
流を流すことが出来ない。
【００２０】
　対応する前記プラグコンタクト２４の接触片２４２及び前記ソケットコンタクト４４の
第２接触片４４１の幅を、対応する前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４１及び
前記プラグコンタクト２４の接触片２４２ごとに変更し、対応する前記プラグコンタクト
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２４の第３接触片２４３及び前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２の幅を、対
応する前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２及び前記プラグコンタクト２４の
第３接触片２４３ごとに変更している。変更することで、０．５ｍｍの位置ズレがあって
もＸ及びＹ方向へのフローティングを可能にしている。
【００２１】
　前記プラグコネクタ２０と前記ソケットコネクタ４０との嵌合では、前記プラグコンタ
クト２４の接触片２４２を前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４１で挟み込むよ
うにし、前記プラグコンタクト２４の接触片２４２と前記ソケットコンタクト４４の第２
接触片４４１とを弾性接触させ、かつ、前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３で
前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２を挟み込むようにし、前記プラグコンタ
クト２４の第３接触片２４３と前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２とを弾性
接触させることにより、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にしている。
【００２２】
　次に、ハウジング２２について説明する。このハウジング２２は電気絶縁性のプラスチ
ックであり、公知技術の射出成形によって製作され、この材質としては寸法安定性や加工
性やコスト等を考慮して適宜選択するが、一般的にはポリブチレンテレフタレート（ＰＢ
Ｔ）やポリアミド（６６ＰＡ、４６ＰＡ）や液晶ポリマー（ＬＣＰ）やポリカーボネート
（ＰＣ）やこれらの合成材料を挙げることができる。前記ハウジング２２には、相手コネ
クタである前記ソケットコネクタ４０が挿入される嵌合口１２が設けられている。前記嵌
合口１２は、前記ソケットコネクタ４０が入ればよく、前記ソケットコネクタ４０の大き
さに沿うように適宜設計されている。
【００２３】
　前記ハウジング２２には、所要数のプラグコンタクト２４が装着される挿入孔２２１が
設けられており、圧入や引っ掛け（ランス）や溶着等によって固定されている。前記挿入
孔２２１の形状・大きさは、前記プラグコンタクト２４が挿入できればよく、保持力や加
工性や強度等を考慮して適宜設計している。
【００２４】
　さらに、前記ハウジング２２には、前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３部分
が装着される挿入溝２２２が前記挿入孔２２１と連設して設けられている。前記挿入溝２
２２の形状・大きさは、前記第３接触片２４３が装着できればよく、保持力や加工性や強
度等を考慮して適宜設計している。
【００２５】
　次に、前記ソケットコネクタ４０の構成部品について説明する。最初に、ソケットコン
タクト４４について説明する。前記ソケットコンタクト４４は金属製であり、公知技術の
プレス加工によって製作されている。前記ソケットコンタクト４４の材質としては、バネ
性や導電性などが要求されるので、黄銅やベリリウム銅やリン青銅等を挙げることができ
る。本実施例では、前記ソケットコンタクト４４は前記ブロック４２の挿入孔４２４内に
挿入される。
【００２６】
　前記ソケットコンタクト４４には、少なくとも２以上の第２接触片４４１が対向するよ
うに配置し、前記第２接触片４４１間にはスリット４４３が設けられている。前記スリッ
ト４４３を設けることで、前記第２接触片４４１に弾性を持たせている。前記スリット４
４３の形状・大きさは、コネクタの小型化や前記第２接触片４４１の弾性及び接続安定性
や加工性や強度等を考慮して適宜設計する。前記第２接触片４４１は、相手コネクタであ
る前記プラグコネクタ２０と接触する部分であり、その形状・大きさは接続安定性や流す
電流や加工性や強度等を考慮して適宜設計する。本実施例では接触性を考え、内側に湾曲
させている。前記第２接触片４４１は、曲げ加工によって形成されている。
【００２７】
　さらに、前記ソケットコンタクト４４には、前記プラグコンタクト２４の第３接触片２
４３に対応する位置に第４接触片４４２が設けられている。本実施例では、バランスや接
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続安定性を考えて、幅方向両側に設けている。前記第４接触片４４２の形状は、先端を略
Ｊ字形状にし、前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３と係合できるようにし、ロ
ック機構との役割も持たせている。前記第４接触片４４２の形状・大きさは、接続安定性
やロック性や保持強度や加工性や強度等を考慮して適宜設計する。
【００２８】
　前記ソケットコンタクト４４には、前記ブロック４２に固定するための固定部４４４が
設けられている。前記固定部４４４は、幅方向両側で、かつ、接続方向側に設けられてい
る。前記固定部４４４の位置や大きさは、前記ソケットコンタクト４４の保持力や接続安
定性等を考慮して適宜設計している。
【００２９】
　１０アンペア以上の大電流を流すために、接触する前記ソケットコンタクト４４の第２
接触片４４１及び前記プラグコンタクト２４の接触片２４２の接触面積と接触する前記ソ
ケットコンタクト４４の第４接触片４４２及び前記プラグコンタクト２４の第３接触片２
４３の接触面積との合計を２平方ミリメートル以上にしている。それぞれのコンタクト２
４、４４の接触面積が２平方ミリメートル未満では１０アンペア以上の大電流を流すこと
が出来ない。
【００３０】
　対応する前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４１及び前記プラグコンタクト２
４の接触片２４２の幅を、対応する前記プラグコンタクト２４の接触片２４２及び前記ソ
ケットコンタクト４４の第２接触片４４１ごとに変更し、対応する前記ソケットコンタク
ト４４の第４接触片４４２及び前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３の幅を、対
応する前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３及び前記ソケットコンタクト４４の
第４接触片４４２ごとに変更している。変更することで、０．５ｍｍの位置ズレがあって
もＸ及びＹ方向へのフローティングを可能にしている。
【００３１】
　前記プラグコネクタ２０と前記ソケットコネクタ４０との嵌合では、前記プラグコンタ
クト２４の接触片２４２を前記ソケットコンタクト４４の第２接触片４４１で挟み込むよ
うにし、前記プラグコンタクト２４の接触片２４２と前記ソケットコンタクト４４の第２
接触片４４１とを弾性接触させ、かつ、前記プラグコンタクト２４の第３接触片２４３で
前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２を挟み込むようにし、前記プラグコンタ
クト２４の第３接触片２４３と前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２とを弾性
接触させることにより、長手ピッチ方向と幅方向のフローティングを可能にしている。
【００３２】
　最後に、ブロック４２について説明する。このブロック４２は電気絶縁性のプラスチッ
クであり、公知技術の射出成形によって製作され、この材質としては寸法安定性や加工性
やコスト等を考慮して適宜選択するが、一般的にはポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ
）やポリアミド（６６ＰＡ、４６ＰＡ）や液晶ポリマー（ＬＣＰ）やポリカーボネート（
ＰＣ）やこれらの合成材料を挙げることができる。前記ブロック４２には、相手コネクタ
である前記プラグコネクタ２０に挿入される嵌合部１４が設けられている。前記嵌合部１
４は、前記プラグコネクタ２０に入ればよく、前記プラグコネクタ２０の大きさに沿うよ
うに適宜設計されている。
【００３３】
　前記嵌合部１４は板状片の上に形成され、大別すると本体部４２１とフランジ部４２２
から構成されている。前記フランジ部４２２の先端部分にはガイド部４２３が形成されて
いる。前記フランジ部４２２はその位置や大きさを変えることで、誤嵌合防止の役割も果
たしている。前記ガイド部４２３は前記プラグコネクタ２０の嵌合口１２へ挿入し易くす
る部分である。前記フランジ部４２２及び前記ガイド部の形状・大きさや位置は、その役
割や加工性や強度等を考慮して適宜設計する。
【００３４】
　前記ブロック４２の本体部４２１には、所要数のソケットコンタクト４４が装着される
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いる。前記挿入孔４２４の形状・大きさは、前記ソケットコンタクト４４が挿入できれば
よく、保持力や加工性や強度等を考慮して適宜設計している。
【００３５】
　さらに、前記ブロック４２には、前記ソケットコンタクト４４の第４接触片４４２部分
が装着される挿入溝４２５が前記本体部４２１の両側に前記挿入孔４２４と連設して設け
られている。前記挿入溝４２５の形状・大きさは、前記第４接触片４４２が装着できれば
よく、保持力や加工性や強度等を考慮して適宜設計している。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本発明の活用例としては、サーバやＲＡＩＤ装置や大型コンピュータ等の制御機器や電
気機器や電子機器や産業機器に使用される電気コネクタ１０に活用され、特に、１０アン
ペア（Ａ）以上の大電流を流すことができ、かつ、部品点数を増やすことがなく、Ｘ及び
Ｙ方向へのフローティングが可能な構造に関するものである。
【符号の説明】
【００３７】
１０　　　電気コネクタ
１２　　　嵌合口
１４　　　嵌合部
２０　　　プラグコネクタ
２２　　　ハウジング
２２１　　挿入孔
２２２　　挿入溝
２４　　　プラグコンタクト
２４１　　コンタクト体
２４２　　接触片
２４３　　第３接触片
２４４　　スリット
２４５　　固定部
２４６　　接続部
４０　　　ソケットコネクタ
４２　　　ブロック
４２１　　本体部
４２２　　フランジ部
４２３　　ガイド部
４２４　　挿入孔
４２５　　挿入溝
４４　　　ソケットコンタクト
４４１　　第２接触片
４４２　　第４接触片
４４３　　スリット
４４４　　固定部
４４５　　接続部
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